
NEC
海洋システム事業部
（東京都港区）

ユーザー訪問

今回の取材先

世界三大海底ケーブルシ
ステム会社の一つ。端局
から海底中継器、海底
ケーブルまで一貫供給体
制を備える。

（株）OCC
海洋事業本部
海底システム事業所
（北九州市若松区、本社は
 横浜市西区）

NECの海底ケーブル製
造を担う。創業は昭和10
年。日本唯一の海底ケー
ブル専業メーカーとして
豊富な実績を誇る。

高
い
品
質
を
保
ち
な
が
ら
銅
の
溶
接
を
終
え
た
ケ
ー
ブ
ル
は
、次
々

と
ド
ラ
ム
に
巻
き
取
ら
れ
て
い
く
。こ
こ
は
N
E
C
グ
ル
ー
プ
の

（
株
）O
C
C
海
底
シ
ス
テ
ム
事
業
所
。光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
メ
ー

カ
ー
の
主
力
工
場
で
あ
る
。現
在
、工
場
は
フ
ル
稼
働
。世
界
の
需
要

に
応
え
る
べ
く
、高
品
質
な
光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
が
た
え
ま
な
く
製
造

さ
れ
て
い
る
。

　

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
の
国
際
中
継
な
ど
、大
容
量
の
情

報
が
世
界
を
飛
び
交
う
な
か
、こ
れ
ら
の
情
報
を
運
ん
で
い
る
の
が
光

海
底
ケ
ー
ブ
ル
で
あ
る
。世
界
の
海
に
は
多
数
の
ケ
ー
ブ
ル
が
張
り
巡

ら
さ
れ
て
お
り
、す
で
に
大
西
洋
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
進
ん
で
い
る
。一

方
で
ア
ジ
ア・太
平
洋
域
や
イ
ン
ド
洋
、中
近
東
、ア
フ
リ
カ
地
域
は
こ

れ
か
ら
の
回
線
需
要
が
望
め
、イ
ン
フ
ラ
構
築
が
活
発
化
し
て
い
る
。

　

世
界
三
大
海
底
ケ
ー
ブ
ル
シ
ス
テ
ム
会
社
の一つ
で
あ
る
N
E
C
の

原
田
治・海
洋
シ
ス
テ
ム
事
業
部
長
は
こ
う
語
る
。

　
「
一
九
九
五
年
頃
、国
際
通
信
の
五
〇
％
は
衛
星
通
信
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
九
十
七
％
が
海
底
ケ
ー
ブ
ル
通
信
と

な
っ
て
い
ま
す
。海
底
ケ
ー
ブ
ル
通
信
は
衛
星
通
信
に
比
べ
、安
価
で

信
頼
性
の
高
い
大
容
量
伝
送
が
可
能
で
す
。さ
ら
に
シ
ス
テ
ム
の
拡

張
が
容
易
で
あ
っ
た
り
、長
寿
命
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
」

　

そ
の
光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
は
ど
の
よ
う
に
敷
設
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

距
離
は
最
長
で一
万
三
○
○
○
km
、水
深
は
最
大
で
八
○
○
○
m
に

及
ぶ
。深
さ
に
合
わ
せ
各
種
ケ
ー
ブ
ル
が
選
定
さ
れ
、特
に
浅
海
で
は

底
引
網
や
サ
メ
等
に
よ
る
損
傷
を
防
ぐ
た
め
、鋼
線
で
補
強
さ
れ
た

タ
イ
プ
が
使
用
さ
れ
る
。長
距
離
で
は
光
信
号
が
減
衰
す
る
た
め
こ

ア
ジ
ア・太
平
洋
域
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
進
む

銅の溶接を終えたインナーケーブルが巻き取られていく

N
E
C

海
洋
シ
ス
テ
ム
事
業
部
長

原
田 

治 

氏

（
株
）O
C
C

代
表
取
締
役
社
長

都
丸 

悦
孝 

氏

（
株
）O
C
C

取
締
役
副
社
長

太
田 

一 

氏
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海溝もケーブルを這わせる

深度約1,500mまで埋設

最新の伝送容量は10.24テラビット。これは電話でいうと1ケーブル
あたり約1億6000万回線が同時に通話できる容量となる。

約40km～100km毎に
敷設。中継器の筐体は
ベリリウム銅が使用され
ている。被覆無しでそのま
ま海底に敷設される。

海底ケーブルシステム

局舍
A

局舍
B

伝搬距離 最大約12,000～13,000km

水深 最大約8,000m
水深8,000mでは、陸
上で自動車を親指で支
える程の圧力がかかる

中継器

最
長　

   

の
銅
を
連
続
溶
接

高
度
な
製
造
技
術
で
世
界
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
需
要
に
応
え
る

85
km



れ
を
増
幅
す
る
中
継
器
が
必
要
と
な
る
。日
本
〜
米
国
西
海
岸
間

だ
と
、中
継
器
の
設
置
数
は
八
○
〜
一
〇
〇
台
。深
海
は
水
圧
が
高

く
、ま
た
海
水
に
よ
る
腐
食
環
境
に
お
か
れ
る
た
め
、中
継
器
の
筐
体

に
は
ベ
リ
リ
ウ
ム
銅
が
採
用
さ
れ
る
。ベ
リ
リ
ウ
ム
銅
は
抜
群
の
強
度

と
耐
食
性
を
持
つ
。中
継
器
は
被
覆
無
し
で
そ
の
ま
ま
海
底
に
敷
設

さ
れ
る
が
、こ
れ
が
で
き
る
の
は
耐
食
性
の
高
いベ
リ
リ
ウ
ム
銅
だ
か
ら

こ
そ
。中
継
器
に
は
ベ
リ
リ
ウ
ム
銅
が
必
須
と
な
って
い
る
。

　

最
近
で
は
、大
容
量
化
に
対
応
し
た
新
し
い
光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
や

シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。日
本
で
唯
一
、光

海
底
ケ
ー
ブ
ル
製
造
を
含
め
た
海
洋
シ
ス
テ
ム
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
あ

る
N
E
C
の
グ
ル
ー
プ
会
社
と
し
て
、（
株
）O
C
C
海
底
シ
ス
テ
ム

事
業
所（
北
九
州
市
若
松
区
）の
製
造
実
績
は一
七
万
km（
地
球
四

周
超
）に
及
ぶ
。

　
「
長
年
の
実
績
が
当
社
の
強
み
で
あ
り
、特
に
ア
ジ
ア
地
域
に
強

み
が
あ
り
ま
す
。培
っ
て
き
た
技
術
を
生
か
し
て
、信
頼
性
の
高
い

光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
開
発
、製
造
し
て
い
ま
す
」と
、都
丸
悦
孝・代

表
取
締
役
社
長
は
説
明
す
る
。

　

同
社
の
光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
は
構
造
が
特
徴
的
で
あ
る
。一
般
的
に

光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
は
フ
ァ
イ
バ
ー
ユ
ニッ
ト
、抗
張
力
層
、銅
被
、外
被

で
構
成
さ
れ
る
。

を
鉄
片
で
保
護
し
た
後
、鋼
線
を
よ
り
線
機
で
よ
り
、抗
張
力
層
を
つ

く
る
。さ
ら
に
こ
れ
を
銅
板
で
く
る
ん
で
溶
接
し
、イ
ン
ナ
ー
ケ
ー
ブ

ル
が
で
き
る
。最
後
に
イ
ン
ナ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
や
鋼
線

で
被
覆
し
ケ
ー
ブ
ル
が
出
来
上
が
る
。

　

銅
板
を
使
用
す
る
の
は
、光
信
号
を
増
幅
す
る
中
継
器
用
に
電

気
が
必
要
と
な
り
、導
電
性
が
求
め
ら
れ
る
た
め
だ
。銅
板
は
厚
さ

○・五mm
、幅
六
○mm
程
度
。こ
の
銅
板
を
さ
な
が
ら
巻
物
を
つ
く
る

要
領
で
、抗
張
力
層
を
芯
と
し
て
、そ
れ
を
く
る
み
込
む
よ
う
に
曲

げ
て
ゆ
き
、最
後
に
幅
方
向
の
両
端
を
合
わ
せ
ア
ー
ク
溶
接
す
る
。

こ
の
成
形
と
溶
接
作
業
を
ケ
ー
ブ
ル一
本
分
続
け
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。そ
の
長
さ
は
最
長
で
な
ん
と
八
五
km
。溶
接
を
終
え
る
の

に
ま
る
二
日
間
か
か
る
。

　
「
こ
れ
ほ
ど
長
く
銅
の
ア
ー
ク
溶
接
を
連
続
し
て
行
う
と
こ
ろ
は

他
に
は
な
い
で
し
ょ
う
。こ
の
溶
接
は
製
造
工
程
中
最
も
気
を
使
う

と
こ
ろ
で
す
。両
端
を
合
わ
せ
て
偏
る
こ
と
な
く
接
合
す
る
の
は
非

常
に
難
し
く
、さ
ら
に
溶
接
し
た
銅
が
内
側
の
抗
張
力
層
を
し
っ
か

り
押
さ
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
に
は
、銅
の
伸
び
等
も
考
慮

に
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。銅
板
は
溶
接
性
に
優
れ
た
無
酸
素

銅
を
採
用
し
て
い
ま
す
。前
年
は一
九
○
○
ト
ン
の
無
酸
素
銅
を
使

用
し
ま
し
た
」と
同
社
鈴
木
滋・海
底
シ
ス
テ
ム
事
業
所
長
は
語
る
。

　

長
い
工
程
で一
定
の
品
質
を
保
つ
た
め
、溶
接
工
程
に
は
多
数
の
カ

メ
ラ
が
設
置
さ
れ
、厳
し
い
チ
ェッ
ク
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
「
八
五
km
を
一
定
の
品
質
で
溶
接
で
き
る
の
は
当
社
の
み
で
す
。他

に
は
そ
う
そ
う
真
似
で
き
ま
せ
ん
」と
い
う
。八
五
km
と
い
え
ば
、東

京
〜
箱
根
間
の
距
離
に
匹
敵
す
る
。長
尺
ケ
ー
ブ
ル
に
真
剣
に
向
き

合
い
、品
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
き

た
の
だ
ろ
う
。鈴
木
氏
の
言
葉
に
は
力

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
〇
年
に
は
南
ア
フ
リ
カ
の

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
中
国
の

上
海
万
博
が
開
催
さ
れ
る
。海
外
の

鮮
明
な
映
像
を
楽
し
む
時
、そ
の
情

報
は
高
品
質
な
光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
に

よ
って
運
ば
れ
て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
「
一
般
的
な
構
造
だ
と
フ
ァ
イ
バ
ー
を
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
筒
に
入
れ

ユ
ニッ
ト
を
作
り
ま
す
が
、ス
テ
ン
レ
ス
溶
接
時
に
フ
ァ
イ
バ
ー
に
熱
影

響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。フ
ァ
イ
バ
ー
が
断
線
す
る
と

デ
ー
タ
が
伝
送
で
き
な
く
な
る
た
め
、熱
影
響
は
避
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。ま
た
こ
の
構
造
だ
と
ユ
ニッ
ト
を
製
作
す
る
手
間
も
か
か

り
ま
す
」と
語
る
の
は
同
社
太
田 

一・取
締
役
副
社
長
。

　

そ
こ
で
開
発
さ
れ
た
の
が「
三
分
割
鉄
個
片
構
造
」だ
。三
つ
の
鉄

個
片
を
組
み
合
わ
せ
円
構
造
と
し
た
中
に
直
接
フ
ァ
イ
バ
ー
を
入
れ

る
。鉄
個
片
が
フ
ァ
イ
バ
ー
ユ
ニッ
ト
層
と
抗
張
力
層
の
役
割
を
兼

ね
、フ
ァ
イ
バ
ー
ユ
ニッ
ト
製
作
工
程
を
省
略
。熱
影
響
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
。堅
牢
な
構
造
で
、高
速
生
産
に
も
適
し
て
い
る
と
太

田
氏
は
胸
を
は
る
。

　　

独
自
構
造
の
他
に
も
、特
筆
す
べ
き
は
同
社
の
高
度
な
銅
溶
接

技
術
で
あ
る
。光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
製
造
方
法
は
、ま
ず
フ
ァ
イ
バ
ー

高
性
能・高
信
頼
性
を
実
現
す
る
独
自
構
造

ま
る
二
日
間
に
お
よ
ぶ
連
続
溶
接

溶接技術は業界TOPと語る
（株）OCC鈴木滋・海底シ
ステム事業所長

インナーケーブルに使用される材料

銅の溶接工程
抗張力層をくるみ込むよう
に銅板を曲げ、最後に幅
方向の両端を合わせアー
ク溶接する。最大で85km
連続して溶接される。

9

光海底ケーブルの構造

ファイバー

三分割鉄個片

鋼線

ポリエチレン

鋼線

銅板
鉄個片

銅 鋼線（浅海用。
サメ等からの
損傷ふせぐ）


